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「お盆」の正式名称は「盂蘭盆会（うらぼんえ）」。そのもとになったお経が『盂蘭盆経』

（うらぼんきょう）。『盂蘭盆経』によるとーー釈迦十大弟子の一人である神通第一の目連尊者

が亡くなった母親の姿を探すと、餓鬼道に堕ちているのを見つけた。喉を枯らし飢えて

いたので、水や食べ物を差し出したが、ことごとく口に入る直前に炎となって、母親の

口には入らなかった。哀れに思って、お釈迦さまに実情を話して方法を問うと、「安居（夏

期修行期間）の最後の日（旧暦の 7月 15日）にすべての比丘（修行僧）に食べ物を

施せば、母親にもその施しの一端が口に入るだろう」と答えた。その通りに実行して、

比丘のすべてに布施を行い、比丘たちは飲んだり食べたり踊ったり大喜びをした。すると、

その喜びが餓鬼道に堕ちている者たちにも伝わり、母親の口にも入ったという。――

この話に基づいてお盆に「施食会（せじきえ）」＝かつては「お施餓鬼（おせがき）」が行われ

るようになりました。 

この話の中では目連尊者の亡くなられたお母さんが餓鬼道に堕ちられたということから

「うちのご先祖さんが餓鬼道に堕ちられたとでもいうのですか」と思われる方もあるかも

しれませんが、どこのどなたかは知らないけれど餓鬼道に堕ちられて飢えに苦しんで

おられる人々を救済するために「施食会」という法要を営んで餓鬼道の方たちを供

養すると、施主は寿命が延長し、その功徳により仏道を証得することができる（この

部分は阿難尊者が主役の『救抜焔口陀羅尼経』による）といいます。その功徳を施主自

身がもらうのではなくて、亡くなられたご先祖様にプレゼント（回向）するのが「施

食会」なのです。 

少しややこしいですが、単純に言えば、餓鬼を救済すると功徳がある、その功徳をご

先祖様に回向するのが「施食会」なのです。お盆シーズンの先祖供養の決定版なのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

伝統行事に 

あなたも参加しませんか 



2025(令和 7)年 8 月 20 日（水）午前 10 時～ 
 

 

2025(令和 7)年度 施食会 (おせがき）申込用紙 

※志納金を添えて申し込んでください。振込用紙でお申込の方はこの用紙は不要です 

近くにお住まいの方は 直接お寺へ、あるいは住職が貴宅にお参り予定の方はその時、住職に 

お渡しください。 振込手数料の節約になります。 

 

申込者住所 

〒□□□―□□□□ 

        （市・町） 

申込者
ふ り

氏名
が な

 

 

              TEL  （  ） 

供養したい方の戒名、または○○家先祖代々をお書き下さい 

 

 

 

 

 

種 類 内     容 時 間 志納基準 志納金 

普通 

施食会 

○○家先祖代々または故人を供養します。 

（１度に多人数の供養をします。） 

１０：２０～ 

１０：４０ごろ 
３千円以上 

 

円 

合同 

施食会 

故人の○回忌や初盆等の方を合同で 

一座をもうけて供養します。 

１０：４０～ 

１１：００ごろ 
１万円以上 

 

円 

特別 

施食会 

初盆の方を特別に一座もうけて、ねん

ごろに供養します。（昨年７月から亡く

なられた順に１軒ずつ行います。） 

１１：００～ ５万円以上 

 

 

円 

添 

施食会 

上の特別施食に添えるかたちで兄弟・

親戚などでさらに一座もうけます。 

（単独ではできません。） 

 

２万円以上 

円 

 
 

不明の点はご遠慮なくお尋ねください。   〆切り ８月１５日（金） 

き り と り 


